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IMGA理事会が関西で開催されました
●ＷＭＧ関西 事務局訪問

10月6日（金曜日）、国際マスターズゲームズ協会（IMGA）のカ

イ・ホルム会長が組織委員会事務局を訪問し、関西大会の準備状況等

について活発な意見交換が行われ、関西大会の成功に向けて共に進め

ていくことを確認しました。

また、６月に事務局によって行われた視察に引き続き、理事の皆様

によって西京極総合運動公園をはじめとした、競技会場の視察が行わ

れました。

●理事会
10月9日（月・祝）、IMGA理事会が日本で初めて開催されまし

た。理事会では、井戸会長と木下事務総長が出席し、関西大会の準

備状況を説明するとともに、カイ・ホルム会長をはじめ出席した理

事からは、準備状況について様々なご意見やアドバイスをいただき

きました。カイ・ホルム会長からは「初の広域開催はチャレンジで

あるが、参加者5万人を達成すれば世界最大級のイベントになる。

成功に向けてともに頑張りましょう。」と力強い言葉をいただきま

した。 ＩＭＧＡ理事会にて（大阪市）

カイ・ホルム会長と意見交換（大阪市）

オープン競技が決定しました！
大会機運を醸成し、全ての人々のスポーツ活動への参加を促進するため、公式競技と合わせて開催

するオープン競技９競技が決定いたしました。

今後、第２次、第３次と各府県政令市から申請を受け付け、関西一円で多彩な競技を開催し大会を

盛り上げていきます。

●第１次決定オープン競技（９競技）
パドルテニス（滋賀県）、フライングディスク（京都府）、マラソン（徳島県）、ラフティング

（徳島県）、サーフィン（徳島県）、インディアカ（和歌山県）、スポーツ吹矢（和歌山県）、ペタ

ンク（兵庫県）、ローンボウルズ（兵庫県）



●お知らせ
来年１月、近畿宝くじ『ワールドマスターズゲームズ協賛くじ』が発売されます。発行金額３億円

のうち、売上金の一部が大会の準備運営経費に充てられます。発売は、近畿２府４県（滋賀県、京都

府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）の区域。当せん金は１等、前後賞をあわせて３千万円をは

じめ、ワールドマスターズゲームズ協賛くじならではの「スフラ賞」も予定。

詳細は後日、ホームぺージとFacebookでお知らせいたします。

組織委員会の予定（主なもの）

・ 1月～ 第２期協賛開始
・ ワールドマスターズゲームズ協賛くじ発売（１月４日(木)～16日(火)、抽せん日１月18日(木))
・４月 組織委員会が一般財団法人から公益財団法人に移行（予定）
・９月 マレーシアのペナン島でアジアパシフィックマスターズ大会（９月７日(金)～15日(土))

ワールドマスターズゲームズとは

大会マスコットスフラ

~Sport for Life~

ワールドマスターズゲームズは、国際マスターズゲームズ協会（IMGA）が主宰し、4年ごとに開催され

る、概ね30歳以上のスポーツ愛好者であれば誰もが参加できる生涯スポーツの国際総合競技大会です。

オリンピック・パラリンピックの翌年に開催され、1985年にトロントで第1回大会が行われました。

2021年の関西大会は第10回大会、アジア初の開催となります。

一般財団法人 関西ワールドマスターズゲームズ2021組織委員会事務局

〒530-6691 大阪市北区中之島6-2-27 中之島センタービル23F

TEL：06-6446-2021 FAX：06-6445-8541 MAIL：kansai-wmg@wmg2021.jp

HP ： http://www.wmg2021.jp/        https://www.facebook.com/wmg2021

生涯スポーツ振興に向けた連携が続々推進！
●外大連合との協定締結
国内の7外国語大学からなる全国外大連合と組織委員会は、2021年の関西大会の成功に向け、人的、

教育・研究、PR活動での連携・協力を目的に、協定を締結しました。
11月14日（火）、京都外国語大学（京都市）にて、協定締結式を実施。松田京都外国語大学学長か

らの「グローバルに活躍できる通訳ボランティアを育成する全国外大連合として、大会をバックアッ
プしたい」と心強いお言葉に続き、組織委員会 木下事務総長は「大会のレガシーを残すという観点か
らも、全国の外国語大学から参画いただけることは、グローバル人材の育成やスポーツ参画機会の創
出といった面で意義がある」と、スポーツボランティア文化の発展についても、期待を寄せました。

●３大会連携協定締結
11月20日（月）、東京2020組織委員会虎ノ門オフィスにて、ラグビーワールドカップ2019、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技大会、ワールドマスターズゲームズ2021関西の３大会の成
功に向け、連携・協力に関する協定を締結しました。

RWC2019組織委員会から嶋津事務総長、東京2020組織委員会から武藤事務総長、当組織委員会か
らは木下事務総長が出席。世界規模のスポーツイベントが国内で３年連続開催されることを受け、高
まるスポーツムーブメントを、国内のスポーツ活動の推進につなげるために広報ＰＲやボランティア
など大会の準備・運営面で３大会が連携・協力していくことを確認しました。
３大会が協力し、スポーツへの取り組みを促進することで、多くの人を関西大会への参加に導くと

ともに、健康増進、産業や観光をはじめとする経済・地域の活性化につなげ、スポーツ庁が掲げる
「一億総スポーツ社会」の実現に貢献してまいります。

全国外大連合協定締結式にて（京都市）


